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一般社団法人浪速工業会
都島クラブ会報

平
成
2
8
年
度
浪
速
工
業
会
・

　

都
島
ク
ラ
ブ　

総
会
開
催
報
告

一般社団法人浪速工業会・都島クラブ・現在会員数 ◆ 合計475名

◆Ｍ・機械98、ＭＥ・機械電気25名◆Ａ・建築80名◆Ｅ・電気・電子工学158名◆Ｃ・土木・都市工学36名◆ＣＩ・工業化学・理数55名◆Ｌ・普通12名◆工専11名

平
成
2
9
年
度

浪
速
工
業
会
・
都
島
ク
ラ
ブ

　
　
　

代
表
挨
拶

　

浪
速
工
業
会
都
島
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
は
会
の
運
営
に
数
々
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
2
年
目
の
都
島
ク
ラ
ブ
代
表
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
建
築
科
・
昭
和
57
卒
の
信
原

利
行
と
申
し
ま
す
。
本
年
度
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
関
東
地
区
の
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
「
都
島
ク
ラ
ブ
技
術
を
語
る
夕
べ
」
と
題
し

た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
サ
ロ
ン
（
略
称
M
M
S
）
を
9

月
と
3
月
に
2
回
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

M
M
S
の
特
徴
は
各
専
門
分
野
で
の
知
見
・
体
験

を
会
員
間
で
共
有
し
技
術
面
で
の
知
識
を
深
め
、

先
輩
・
後
輩
お
よ
び
各
科
の
枠
を
超
え
た
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
都
工
出
身
者

は
幾
つ
に
な
ら
れ
て
も
技
術
的
好
奇
心
が
旺
盛
で

勉
強
熱
心
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
証
明
す
る
こ
と

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
は
毎
回
約
2
0

名
ほ
ど
で
、
関
東
の
イ
ベ
ン
ト
へ
初
参
加
の
方
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
工
夫
を
加
え
て

続
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
行
事
と
し
ま
し
て
は
見
学
会
、
陶
芸

会
を
関
東
青
甍
会
が
担
当
し
て
行
い
ま
し
た
。
Ｍ

ニ
ュ
ー
ス
の
2
回
の
発
行
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
落

語
会
（
桂
米
左
の
会
）
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
本
年
5
月
に
は
新
宿
・
住
友
ク
ラ
ブ
に
て

総
会
・
懇
親
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

A
57　

信
原　

利
行

会
・
懇
親
会
へ
は
大
阪
の
本
部
よ
り
大
内
学
校
長

を
は
じ
め
浪
速
工
業
会
嶋
田
理
事
長
と
役
員
の
4

名
の
方
々
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
関
東
と
本
部

と
の
繋
が
り
も
益
々
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
の
7
月
30
日
、
31
日
に
は
母
校
創
立

1
1
0
周
年
を
記
念
し
て
東
西
合
同
懇
親
会
が
静

岡
県
浜
松
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
Ｍ

ニ
ュ
ー
ス
発
行
日
と
の
関
係
で
募
集
記
事
と
す
る

こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
方
は
事
務
局
の
方
へ
メ
ー
ル
等
で
お
申

込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
訃
報
欄
に
も
記
載
が
有

り
ま
す
よ
う
に
今
年
1
月
に
A
28
卒
岡
田
宏
三
氏

が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
岡
田
先
輩
は

当
会
の
代
表
も
務
め
ら
れ
、
Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
の
創
刊
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
基
礎
を
創
ら
れ
ま
し
た
。
個
人

的
に
も
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
や
ジ
ャ
ズ
音
楽
の

繋
が
り
で
大
変
仲
良
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
こ
れ
ま
で
ご
指
導
頂
い
た
岡
田

先
輩
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

会
計
・
行
事
報
告
等
、
そ
の
他
の
総
会
議
事
は
滞

り
な
く
終
了
し
、
来
賓
ご
挨
拶
の
後
、
C
I
38
宮

田
秀
明
氏
（
摂
南
大
学
名
誉
教
授
・
農
学
博
士
・

獣
医
師
）
に
よ
る
浸
透
性
農
薬
に
関
す
る
講
演
が

あ
り
、
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
判
り
や
す
く
レ
ク

チ
ャ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
集
合
写
真
を
撮

影
し
た
後
、
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
、
立
食
歓
談
中

に
は
T
O
W
N 

T
O
N
S
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
C
I
32
卒
松
井
駒
治
氏
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
制

御
に
よ
る
都
島
校
歌
の
振
り
付
け
実
演
は
大
変
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。
最
後
は
恒
例
の
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
5
月

に
総
会
・
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
是
非
ご
参
加
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

　

平
成
29
年
5
月
13
日　

新
宿
・
住
友
ビ
ル
47
階

住
友
ク
ラ
ブ
に
て
浪
速
工
業
会
・
都
島
ク
ラ
ブ
の

総
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
役
員
が
左
記
の
通

り
選
出
・
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

代
表　

A
57　

信
原　

利
行
氏
（
留
任
）

副
代
表　

E
35　

芳
仲　

宏
氏
（
留
任
）

会
計
監
査　

E
36　

笹
治　

博
司
氏
（
留
任
）

平成28年度　都島クラブ総会にて参加者集合写真

昨年の総会でピアノ演奏する
A28岡田　宏三氏

題字デザイン A28（故）岡田宏三氏

事
務
局
よ
り
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平
成
29
年
5
月
13
日
（
土
）
に
、
東
京
住
友

ク
ラ
ブ
に
て
、
平
成
28
年
度
都
島
ク
ラ
ブ
総

会
・
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
雨

が
強
く
降
り
、
文
字
通
り
五
月
雨
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
今
回
も
家
族
3
人
で
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
た
点
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

妻
子
共
々
歓
迎
を
受
け
、
大
変
感
謝
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
例
年
と

は
違
っ
た
特
別
な
事
が
、
個
人
的
に
2
つ
あ
り

ま
し
た
。
ま
ず
1
つ
目
が
、
工
業
化
学
科
昭
和

38
年
卒
、
摂
南
大
学
名
誉
教
授
の
宮
田
秀
明
氏

に
よ
る
講
演
で
す
。
私
は
分
野
を
問
わ
ず
、
技

術
発
表
や
講
演
等
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
好
き

な
も
の
で
す
か
ら
、
ま
し
て
や
今
の
私
に
と
っ

て
滅
多
に
聞
く
機
会
が
な
い
大
学
教
授
の
講
演

と
い
う
こ
と
で
、
心
中
興
奮
し
な
が
ら
も
確
と

拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
の
テ
ー
マ
は

「
浸
透
性
農
薬
」
で
、
こ
れ
だ
け
を
聞
く
と
多

少
縁
遠
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
、
説
明
が
進
む
に
つ
れ
、
浸
透
性
農
薬
が
虫

を
は
じ
め
と
す
る
自
然
界
に
決
し
て
少
な
く
な

い
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
事
、
食
物
に
対
す
る

農
薬
の
残
留
基
準
値
が
日
本
で
は
世
界
各
国
に

　

都
島
ク
ラ
ブ
・
技
術
を
語
る
夕
べ
・
M
M
S

は
こ
れ
ま
で
に
2
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

開
催
内
容
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
１
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ

日
時　

平
成
28
年
9
月
16
日
（
金
）

　
　
　

19
時
か
ら
20
時
30
分

場
所　

T
K
P
東
京
丸
の
内
会
議
室

　
　
　
　

・
帝
劇
ビ
ル
B
1
F

講
師　

E
36
石
垣　

英
明
氏

題
名　

私
と
国
際
貢
献

参
加
人
数　

18
名

第
２
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ

日
時　

平
成
29
年
3
月
3
日
（
金
）

　
　
　

18
時
30
分
か
ら
20
時
30
分

場
所　

六
甲
ク
ラ
ブ
・
帝
劇
ビ
ル
B
2
F

講
師　

M
32
貞
廣　

長
昭
氏

題
名　

横
浜
科
学
技
術
史

参
加
人
数　

17
名

反
し
て
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
る
事
、
そ
の
農
薬

が
使
わ
れ
て
い
る
物
が
誰
で
も
普
通
に
買
え
て

し
ま
う
事
等
を
知
り
、
こ
の
問
題
は
縁
遠
い
ど

こ
ろ
か
実
は
隣
り
合
わ
せ
だ
と
い
う
事
が
大
変

よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
分
野
の

素
人
で
あ
る
私
に
も
わ
か
り
や
す
い
解
説
で

あ
っ
た
た
め
、
こ
の
点
で
も
今
後
の
た
め
に
有

意
義
な
時
間
で
し
た
。

　

2
つ
目
が
、
来
賓
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
た
、

大
内
校
長
先
生
で
す
。
実
は
大
内
先
生
に
は
、

私
が
都
工
在
学
中
、
数
学
演
習
の
時
間
で
ご
指

導
ご
鞭
撻
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
卒
業
後
に
教
育
実
習
で
都
工
へ

戻
っ
て
き
た
時
に
は
、
教
頭
先
生
と
し
て
も
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
、
私
に
と
っ
て
は
縁
の
深

い
都
工
の
先
生
の
一
人
で
す
。
そ
ん
な
大
内
先

生
が
い
ら
し
て
い
た
の
で
、
本
当
に
感
激
の
至

り
で
し
た
。
在
学
当
時
の
大
内
先
生
は
、
優
し

く
厳
し
い
頼
れ
る
紳
士
と
い
っ
た
印
象
で
し
た

が
、
そ
れ
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
懐

か
し
さ
も
あ
っ
た
せ
い
か
、
更
に
安
心
感
の
よ

う
な
も
の
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
大
内

先
生
に
今
の
自
分
を
見
て
い
た
だ
け
て
、
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
他
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
抽
選
会
と
い
っ
た
お
馴
染
み
の
時
間
や
、
工

業
化
学
科
昭
和
32
年
卒
の
松
井
駒
治
様
の
ロ

ボ
ッ
ト
制
御
に
よ
る
ダ
ン
ス
・
歌
の
ご
披
露
も

あ
り
、
こ
の
総
会
・
懇
親
会
は
年
々
充
実
度
が

増
し
て
い
る
素
晴
ら
し
い
会
で
あ
る
事
を
実
感

し
ま
し
た
。

都
島
ク
ラ
ブ
総
会
・懇
親
会

　

に
参
加
し
て

M
M
S
の
開
催
報
告

M
E
H
16　

岡
崎　

彰

2017年（平成29年）7月 第55号

CI38宮田氏による講演

TOWN TONSと指揮者・馬江氏

手作りの帽子と着物のロボットくん

松井氏のロボットの動画は以下のYouTubeアドレスで見ることが出来ます！

https://www.youtube.com/watch?v=2d6EoteBpDQ　都島校歌Fで検索CI32松井氏とロボットくん

M
M
S
実
行
委
員
会

MMS01MMS02

懇親会場にて岡崎氏とご家族

岡崎氏とお嬢様

第2回MMS　講師　M32　貞廣　長昭氏 第1回MMS　講師　M36　石垣　英明氏
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文京シビックセンター　建築パース/制作・森　芳信氏

【第
3
回
都
島
ク
ラ
ブ
・

技
術
を
語
る
夕
べ
】開
催
の
ご
案
内

　

第
3
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
を
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。

先
輩
や
後
輩
が
技
術
を
題
材
と
し
た
こ
れ
ま
で
の

経
験
、
伝
承
し
た
い
こ
と
を
語
り
、
後
輩
に
お
い

て
は
各
分
野
で
の
現
状
報
告
や
最
新
の
状
況
を
先

輩
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
会
員
間
の
親
睦
を

図
り
ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
終
了
後
は
付
近
で
の

懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講　
　

師　

A
37　

森　

芳
信
氏

内　
　

容　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
業
務
41
年
の

　
　
　
　
　
　

作
品
と
、
よ
も
や
ま
話

開 

催 

日　

9
月
22
日
（
金
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分 

開
催
場
所　

六
甲
ク
ラ
ブ
・
帝
劇
ビ
ル
B
2

会　
　

費　

2
0
0
0
円
（
懇
親
会
費
別
）

申
込
締
切　

8
月
31
日
（
水
）

申
込
方
法　

事
務
局
・
馬
江
ま
で
科
、
卒
年
、
氏
名

　
　

 

　
　

を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

　
　
　
　

 

て
御
申
込
み
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 0

4
5
-
8
4
1
-
8
8
8
5

Ｅ
メ
ー
ル 

h
a
r
1
9
4
2
u
m
a
e
@
i
r
i
s
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

★
森　

芳
信
氏　

略
歴

昭
和
18
年 

 

大
阪
市
生
ま
れ

昭
和
37
年 

大
阪
市
立
都
島
工
業
高
等
学
校　

建
築
科
卒

業
、
日
建
設
計
・
東
京
に
入
社　

パ
ー
ス
制
作
を
担
当

昭
和
46
年 

 

一
級
建
築
士
資
格
取
得

昭
和
52
年　

彰
国
社
刊
「
建
物
の
見
え
方
と
表
現
」
共
著

昭
和
54
年 

 

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会　

技
能
検
定
試
験

（
建
築
透
視
図
製
作
）
中
央
技
能
定
委
員
に
就
任 

昭
和
55
年 

 

日
本
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
レ
ン
ダ
ラ
ー
ズ

協
会
設
立
に
参
画
し
理
事
に
就
任

昭
和
56
年　

建
築
界
初
の
パ
ー
ス
展
「
日
建
設
計 

 

建
築

パ
ー
ス
展
」
の
企
画
、
開
催
（
東
京
・
南
天
子
画
廊
）

昭
和
60
年　

日
建
設
計　

パ
ー
ス
・
Ｃ
Ｇ
展
「
パ
ー
ス
プ

ラ
ス
」
の
企
画
、
開
催
（
建
築
会
館
）

昭
和
61
年　

月
刊
誌
「
室
内
」
に
3
月
よ
り
16
ヶ
月
間

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ス
」
を
連
載

平
成
02
年　

米
国
レ
ン
ダ
ラ
ー
ズ
協
会
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
（
ボ
ス
ト
ン
）
に
参
加

平
成
14
年　

中
央
技
能
検
定
委
員
と
し
て
、
厚
生
労
働
大

臣
よ
り
功
労
賞
を
受
賞

平
成
15
年 

日
建
設
計
を
定
年
退
職
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

レ
ン
ダ
ラ
ー
と
し
て
活
動
を
開
始

平
成
21
年 

 

建
築
学
会
編
「
図
解 

火
災
安
全
と
建
築
設

計
」
の
約
80
カ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
制
作
を
担
当

M
M
S
実
行
委
員
会

Miyakojima
Club
Meeting
Salon

プレゼンテーション業務41年の
作品と、よもやま話

9月22日（土）開催

10月14日（土）水郷佐原町並み見学

9月22日（土）
陶芸会

MMS
03

作陶中の岡崎ご夫妻

昨年の焼成後の作品

余裕の西村氏、中谷氏
A46柚木氏が主宰するくにたち自游工房

佐原・伊能忠敬旧邸

開
催
日
時　

9
月
9
日
（
土
）
13
時
よ
り
17
時
30
分　

　
　
　
　
　

終
了
後
、
工
房
に
て
懇
親
会
開
催
予
定 

開
催
場
所　

国
立
市
『
く
に
た
ち
自
游
工
房
』

会　
　

費　

７
、
０
０
０
円
（
懇
親
会
費
含
む
）

①
『
陶
芸
会
』

関
東
青
甍
会
催
し
へ
の
お
誘
い

青甍会

A
37　

森　

芳
信

　

関
東
青
甍
会
の
本
年
の
催
し
は
『
陶
芸
会
』
と
『
小

江
戸
の
風
情
感
じ
る
水
郷
佐
原
見
学
』
の
二
本
立
で
企

画
し
ま
し
た
。
陶
芸
会
は
例
年
通
り
陶
芸
家
Ａ
46
卒 

柚

木 

寿
雄
氏
の
工
房
に
て
開
催
し
ま
す
。
両
企
画
と
も
他

科
の
皆
さ
ん
及
び
同
伴
者
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

②
『
小
江
戸
の
風
情
を
感
じ
る
水
郷
佐
原
』

　
　

古
い
町
並
み
が
残
る
小
野
川
沿
い
の
散
策

開
催
日
時　

10
月
14
日
（
土
）
9
時
00
分
～
18
時 

内　
　

容　

浜
松
町
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
合
、
高
速

路
線
バ
ス
に
て
千
葉
県
香
取
市
佐
原
へ
（
11
時
頃
着
）

伊
能
忠
敬
旧
宅
は
じ
め
重
要
伝
統
的
建
造
物
が
軒
を
連

ね
る
小
野
川
沿
い
を
散
策
。
（
途
中
適
宜
昼
食
）

そ
の
後
、
佐
原
駅
界
隈
で
懇
親
会
を
開
催
。
佐
原
駅
18

時
頃
発
の
J
R
（
東
京
駅
着
20
時
30
分
頃
）
に
乗
車
、

車
内
で
解
散
。
（
雨
天
決
行
）

会　
　

費　

交
通
費
（
バ
ス
\
1
、
7
5
0
・
J
R 

\
1
、
6
6
0
）
及
び
昼
食
、
懇
親
会
費
等
各
自
負
担

申
込
締
切　

8
月
31
日
（
木
）

申
込
方
法　

催
し
名
・
卒
科
・
年
・
氏
名
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　
　
　

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
Ａ
37
森　

芳
信
ま
で

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

0
4
-
7
1
8
4
-
8
4
4
3

　

Ｅ
メ
ー
ル　

3tree-yoshi@jcom.home.ne.jp

　

（
集
合
場
所
等
詳
細
は
お
申
込
み
受
付
後
ご
案
内
し
ま
す
）

★
申
込
⽅
法
︵
①
・
②
共
通
︶

他
科
の
⽅
及
び
同
伴
者
も
歓
迎
し
ま
す
︒

 
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
︕

陶芸＆
町並み⾒学
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春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
報
告

訃報

Ｍ16年卒　 武久　善雄氏　2016年3月20日

Ｃ18年卒　 大倉　馨氏　　2016年2月26日

専A22年卒　中澤　次朗氏　2016年4月1日

専E25年卒　近藤　彰一氏　2016年4月12日

Ｍ26年卒　 小坂　臣美氏　2017年1月21日

Ａ28年卒　 岡田　宏三氏　2017年1月31日

Ｅ32年卒   前堀　功夫氏　2016年9月25日

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

次号の
Mニュースは平成30年1月
発行予定です。

鹿
児
島
建
築
ツ
ア
ー

　

第
41
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
5
月
15
日
野
田
市

の
紫
C
C
に
て
11
名
の
参
加
者
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
今
ま
で
の
コ
ン
ペ
優
勝
者
（
有
資
格

9
名
）
に
よ
る
優
勝
カ
ッ
プ
取
り
切
り
戦
の
ダ

ブ
ル
コ
ン
ペ
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝
は
菅
家
亘

通
さ
ん
（
C
I
40
）
が
O
U
T
・
I
N
共

　

安
定
し
た
ス
コ
ア
で
回
ら
れ
G
R
97
・
H
C

29
・
N
E
T
68
の
自
己
ベ
ス
ト
で
優
勝
さ
れ
、

取
り
切
り
戦
も
制
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
G
R
80
の
室

田
文
男
（
A
42
）
さ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
次
回
か
ら
は
幹
事
を
室
田
文
男
さ
ん

に
交
代
し
「
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会
」
と
し
て
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
も
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

写
真
は
向
か
っ
て
前
列
左
よ
り
岩
崎
、
太
田
、

室
田
、
山
本
、
後
列
左
よ
り
笹
治
、
菅
家
、
田

中
、
長
谷
、
松
本
、
藤
田
、
竹
村
（
敬
称
略
）

皆様の原稿をお待ちしています！

事務局までお送り下さい。

E
36　

竹
村　

繁
幸

A
57　

信
原　

利
行

　

私
の
属
し
て
い
る
日
本
建
築
家
協
会
（
J
I
A
）
都

市
デ
ザ
イ
ン
部
会
主
催
で
毎
年
恒
例
の
建
築
と
街
並
み

を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
が
5
月
25
日
か
ら
28
日
の
三
泊
四

日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
今
年
は
鹿
児
島
の
薩
摩
半
島

か
ら
大
隅
半
島
を
巡
る
行
程
で
私
も
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
と
て
も
ハ
ー
ド
で
す
が
人
気
が
あ
り
、

私
も
こ
れ
ま
で
長
野
県
小
布
施
、
千
葉
県
南
房
総
、
山

形
県
金
山
町
、
静
岡
・
山
梨
県
富
士
山
麓
な
ど
の
見
学

ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
初
日
は
各
自
出
張
先
な
ど

か
ら
鹿
児
島
市
内
で
集
ま
り
、
夕
方
に
鹿
児
島
大
学
で

講
義
を
聞
き
、
夜
は
天
文
館
付
近
の
料
理
店
で
参
加
者

25
名
と
鹿
児
島
の
地
元
建
築
家
も
交
え
て
の
ウ
エ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
初
日
か
ら
美
味
し
い
料
理
と

焼
酎
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
朝
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
に
乗
り
薩

摩
半
島
を
南
下
し
指
宿
市
に
あ
る
、
な
の
は
な
館
（
高

崎
正
治
氏
設
計
）
、
岩
崎
美
術
館
（
槇
文
彦
氏
設
計
）

の
建
物
を
見
学
。
そ
し
て
鹿
児
島
南
部
の
秋
目
の
集

落
、
鑑
真
和
尚
が
漂
着
上
陸
し
た
鑑
真
記
念
館
を
見

学
、
枕
崎
を
経
由
し
南
さ
つ
ま
市
の
笠
沙
美
術
館
、
杜

氏
の
里
焼
酎
造
り
伝
承
館
、
知
覧
特
攻
記
念
館
な
ど
を

見
学
後
、
知
覧
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を

散
策
。
加
世
田
へ
移
動
し
集
落
と
民
家
を
見
学
し
吹
上

温
泉
へ
到
着
。
宿
へ
到
着
し
た
の
は
す
で
に
19
時
半
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
鹿
児
島
は
日
が
長

く
全
て
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
日
の
宿

が
み
ど
り
荘
と
い
う
と
こ
ろ
で
と
て
も
良
い
泉
質
の
温

泉
で
し
た
。

　

三
日
目
は
鹿
児
島
市
へ
戻
り
、
鴨
池
か
ら
フ
ェ
リ
ー

乗
船
で
桜
島
の
噴
煙
を
見
な
が
ら
大
隅
半
島
の
垂
水
へ

渡
り
、
ふ
く
ど
め
小
牧
場
で
さ
つ
ま
黒
豚
の
自
家
製
ハ

ム
で
昼
食
。
内
之
浦
の
J
A
X
A
宇
宙
空
間
観
測
所
の

䣗
は
や
ぶ
さ
䣘
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
発
射
台
や
宇
宙
観

測
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
施
設
を
見
学
、
肝
付
町
高
山
麓
の

集
落
、
波
見
に
あ
る
御
影
石
の
石
倉
、
轟
の
滝
を
見
学

し
公
共
の
宿
の
や
ぶ
さ
め
館
で
宿
泊
。

　

四
日
目
の
最
終
日
も
ハ
ー
ド
で
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
二
階
堂
家
住
宅
を
一
般
開
放
時
刻
前
に
特

別
に
開
け
て
も
ら
い
見
学
、
こ
の
住
宅
は
二
階
堂
進
氏

の
生
家
と
の
こ
と
で
し
た
。
見
学
後
は
鹿
市
へ
移
動
し

天
皇
陛
下
が
立
ち
寄
ら
れ
た
民
家
を
見
学
、
民
家
と

言
っ
て
も
と
て
も
豪
華
な
日
本
家
屋
で
し
た
。
そ
の
後

鹿
屋
の
山
の
山
頂
に
あ
る
輝
北
天
球
館
（
高
崎
正
治
氏

設
計
）
を
見
学
、
陸
路
に
て
鹿
児
島
市
内
へ
移
動
し
最

後
の
見
学
地
で
あ
る
薩
摩
藩
の
別
荘
的
施
設
の
磯
庭
園

（
仙
巌
園
）
を
み
て
鹿
児
島
中
央
駅
で
17
時
に
解
散
。

空
港
バ
ス
で
鹿
児
島
空
港
へ
移
動
し
19
時
半
の
飛
行
機

で
空
路
羽
田
へ
帰
京
し
ま
し
た
。
綿
密
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー

リ
ン
グ
さ
れ
た
ツ
ア
ー
で
す
が
建
築
家
と
し
て
得
ら
れ

る
も
の
は
多
く
、
今
回
も
鹿
児
島
の
自
然
の
力
強
さ
を

生
か
し
た
人
々
の
暮
ら
し
と
日
本
の
家
屋
に
つ
い
て
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

第41回ゴルフコンペ

フェリーから見た桜島
JAXA宇宙空間観測所

岩崎美術館
二階堂家住宅

南さつま市の海岸

独演会

桂
米
左
独
演
会
の
お
知
ら
せ

事
務
局
よ
り

2017年11月12日（日）浅草見番

桂 米左
　

上
方
落
語
会
で
活
躍
中
の
桂 

米
左
（
Ａ
59
木
村　

佳

氏
）
恒
例
の
東
京
独
演
会
の
日
程
に
つ
い
て
連
絡
が
入
り

ま
し
た
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
方

に
は
決
定
後
に
詳
細
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開 

催 

日　

11
月
12
日
（
日
）
14
時
開
演          

開
催
場
所　

浅
草
見
番
（
台
東
区
浅
草
３-

33-

5
）

会　
　

費　

未　

定

お
問
い
合
わ
せ
は　

事
務
局
・
馬
江
ま
で　

科
、

卒
年
、
氏
名
、
参
加
予
定
人
数
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 0

4
5
-
8
4
1
-
8
8
8
5

Ｅ
メ
ー
ル 

h
a
r
1
9
4
2
u
m
a
e
@
i
r
i
s
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

鹿児島
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